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市役所関係機関年末年始の休日市役所関係機関年末年始の休日
【問合先】

総務課職員係℡②3184

連絡先
葬儀などで緊急に各地区市民センターを利用する必要がある場合は、下記までご連絡ください。

岡山市民センター ℡③1623 美園市民センター ℡②6889 弥生市民センター ℡⑥8410
三笠市民センター ℡②4930 幌内市民センター ℡②3348 幾春別市民センター ℡⑥8577
山の手市民センター ℡②5595 唐松市民センター ℡②2074 多目的研修センター ℡②2175

休は休日、休診／〇は通常どおり

施設名
12月 1月

28日㈭ 29日㈮ 30日㈯ 31日㈰ 1日㈪ 2日㈫ 3日㈬ 4日㈭ 5日㈮ 6日㈯
市役所 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 休

教育委員会 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 休

ふれあい健康センター 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 休

市立病院 〇 〇 休 休 休 休 休 午前診療 〇 休

公民館 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

スポーツセンター 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

温水プール 〇 休 休 休 休 休 休 休 休 〇

三笠ドーム 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

武道館 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

サンファーム三笠 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

市民会館 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇 〇

各地区市民センター 〇 〇 休 休 休 休 休 〇 〇 休

多目的研修センター 〇 〇 休 休 休 休 休 〇 〇 休

保育所・児童館 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

老人福祉センター 〇 〇 休 休 休 休 休 休 〇 〇

ごみ収集・ごみ処分場 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇

生ごみ収集 〇 〇 〇 休 休 休 休 〇 〇 〇

し尿くみ取り 〇 〇 休 休 休 休 休 〇 〇 〇

火葬場 〇 〇 〇 〇 休 〇 〇 〇 〇 〇

■し尿くみ取りは4日からの営業となりますので、できるだけ年内に済ませるようお願いします。
■緊急時の相談ごとは、生活安全センター（℡②7777）で24時間受け付けています。
■全国のコンビニエンスストアなどに設置されているマルチコピー機から住民票や印鑑証明書を取得でき
　るコンビニ交付サービスは、年末年始も利用できます。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、水
道
管

凍
結
事
故
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
日
や
水
道
を
長
期

間
使
用
し
な
い
と
き
は
水
抜
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
空
き
家
な
ど
の
管
理
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、水

抜
き
を
し
て
い
る
か
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
の
凍
結
に
よ
っ
て
漏
水
す
る
と
水
道
料

金
が
高
額
に
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合

▼
凍
結
し
た
水
道
管
に
タ
オ
ル
な
ど
を
巻
き
つ

け
て
、ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
る
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
の
破
裂
や
ヒ
ビ
割

れ
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
暖
房
を
利
用
し
て
部
屋
全
体
を
暖
か
く
す
る
。

そ
れ
で
も
溶
け
な
い
と
き
は
、三
笠
市
給
水
装
置

工
事
指
定
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
水
装
置
工
事
の
市
内
指
定
事
業
者

㈱
三
笠
振
興
公
社
℡
②
２
５
２
１
／
道
央
興
産

㈱
三
笠
支
店
℡
②
８
１
５
６
／
㈱
日
新
工
業
三

笠
営
業
所
℡
②
４
６
４
５
／
㈲
拓
親
建
設
℡
②

３
８
９
１
／
㈲
協
栄
建
設
℡
②
７
３
３
５
／
㈱

ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
℡
③
２
３
８
８
／
折
笠
建
設
㈱

℡
②
２
５
２
６
／
日
管
建
設
㈱
三
笠
営
業
所
℡

④
５
５
７
０
／
平
田
設
備
㈱
℡
③
７
７
０
７
／

㈱
小
林
管
設
備
℡
②
５
２
７
７

※
市
外
の
指
定
事
業
者
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ま

た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】水
道
課
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

℡
②
４
０
０
１

   

水
道
管
の
凍
結
に
注
意
！
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市
民
会
館
で
三
笠
市
吹
奏

楽
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
、三
笠
小
学
校
ウ
イ
ン

ズ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
、

三
笠
小
学
校
ウ
イ
ン
ズ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
と
三
笠
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
に
観

覧
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

三
笠
中
学
校
吹
奏
楽
部
単

独
で
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
道
大

会
で
演
奏
し
た「
鬼
姫
～
あ
る

美
し
き
幻
影
～
」の
披
露
や
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、チ
ュ
ー
バ
演

奏
の
ほ
か
、小
・
中
学
生
の
合

同
演
奏
で
は
Ｙ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ

Ｉ
の
ヒ
ッ
ト
曲「
ア
イ
ド
ル
」

な
ど
お
な
じ
み
の
曲
も
演
奏

さ
れ
、素
敵
な
音
色
に
魅
了
さ

れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

三笠市吹奏楽オータムコンサート
【問合先】学校教育課学校教育係℡②2197 10月21日

　

ミ
ス
テ
リ
ー
文
学
の
発
展

に
寄
与
し
た
作
家
や
評
論
家

に
贈
ら
れ
る
第
27
回
日
本
ミ

ス
テ
リ
ー
文
学
大
賞（
光
文
文

化
財
団
主
催
）が
発
表
さ
れ
、

三
笠
市
出
身
の
作
家 

今
野 

敏

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
野
さ
ん
は
吉
川
英
治
文
学

新
人
賞
や
山
本
周
五
郎
賞
な
ど

の
受
賞
や
、２
０
１
３
年
か
ら

19
年
ま
で
は
日
本
推
理
作
家
協

会
代
表
理
事
を
務
め
る
な
ど
活

躍
さ
れ
て
お
り
、今
回
の
受
賞

に
際
し「
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ

と
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
た
」な
ど
と

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、市
立
図
書
館
で
は
今

野
さ
ん
の
作
品
を
網
羅
し
た

特
設
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
い

ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

作家の今野 敏さん（三笠市出身）が
第27回日本ミステリー文学大賞を受賞

【問合先】企画調整課企画係℡②3182 11月1日

　

市
民
会
館
で「
食
育
講
演
会 

（
市
主
催
）」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
ク
イ
ズ
番
組
な
ど

で
お
な
じ
み
の
タ
レ
ン
ト
で

国
際
薬
膳
師
の
資
格
を
持
つ

麻
木
久
仁
子
さ
ん
を
お
招
き

し「
麻
木
久
仁
子
の
食
育
×
薬

膳
」と
題
し
て
、病
の
経
験
を

機
に
出
会
っ
た
食
や
薬
膳
に

つ
い
て
の
お
話
か
ら
日
々
の

生
活
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
薬

膳
料
理
や
食
事
か
ら
体
の
調

子
を
整
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、来
場
者
か
ら
の
質
問

に
対
し
て
も
丁
寧
に
ご
回
答

い
た
だ
き
ま
し
た
。

食育講演会「麻木久仁子の食育×薬膳」
【問合先】ふれあい健康センター栄養管理係℡③2010 11月10日


